
プロジェクトの概要
量子ソフトウェアとHPC・シミュレーション技術の融合により、サスティ
ナブルなAI技術を開拓する。具体的には、少数データ・少数パラメ
ータでも有効な量子機械学習手法と、固体・原子核・実時間ダイ
ナミクスを扱える多体問題量子シミュレーション手法を開発し、テン
ソルネットワークなどの量子埋め込み技術とさまざまな量子最適化
技術を駆使することで、量子機械学習・量子シミュレーション・量
子計測デバイスを結合した量子AI技術を創出する。さらに、量子
オフローディングや量子AIエッジコンピューティングのための量子HPC
基盤を構築・展開する。それによりクラウドからエッジまで誰もがシー
ムレスに量子AI技術を利用できる融合環境を実現し、健康・福
祉、エネルギー問題といった重要な社会課題の解決に貢献する。
量子HPC基盤の活用が進むことで、新しいアイデアに基づく新規ビ
ジネス・企業の参入が促され、新たに直面する課題が次の世代の
量子AI技術の研究開発を加速する。このような量子AI技術に支
えられた「創発を生み出すサスティナブルな好循環」を実装すること
で、我が国の生産性革命の促進や新産業創出・国際競争力が
持続する社会の実現を目指す。
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